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衆
議
院
議
員
北
野
裕
子
君
提
出
改
正
戸
籍
法
に
基
づ
く
振
り
仮
名
記
載
義
務
化
の
短
期
間
で
の
実
施
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
北
野
裕
子
君
提
出
改
正
戸
籍
法
に
基
づ
く
振
り
仮
名
記
載
義
務
化
の
短
期
間
で
の
実
施
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
施
行
後
一
年
以
内
に
振
り
仮
名
の
届
出
を
完
了
す
る
計
画
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
八
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
六
条

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
は
、
改
正
法
に
よ
る
戸

籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
の
一
部
改
正
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
起
算
し

て
一
年
以
内
に
限
り
、
氏
又
は
名
の
振
り
仮
名
等
の
届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
規

定
は
、
氏
又
は
名
の
振
り
仮
名
等
の
届
出
を
義
務
付
け
る
も
の
で
は
な
く
、
適
切
な
内
容
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

二
、
三
、
五
及
び
六
に
つ
い
て 

 
 

改
正
法
に
よ
る
戸
籍
法
の
一
部
改
正
の
施
行
に
向
け
て
は
、
市
区
町
村
の
負
担
に
も
配
慮
し
な
が
ら
対
応
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
、
市
区
町
村
等
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
国
民
や
市
区
町
村
の
負
担
軽
減
の
観
点
も
踏
ま
え
、



 

２ 

 

必
要
な
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
通
知
す
る
振
り
仮
名
の
正
確
性
」
及
び
「
正
確
性
が
担
保
で
き
な
い
可
能
性
」
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
改
正
法
附
則
第
九
条
第
四
項
の

規
定
に
基
づ
き
通
知
さ
れ
た
振
り
仮
名
等
が
当
該
通
知
を
受
け
た
者
の
認
識
と
一
致
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
施
行
日
か
ら

一
年
以
内
に
届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
届
出
を
し
た
者
の
認
識
と
一
致
し
た
振
り
仮
名
等
が
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
仮
定
の
質
問
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
趣
旨
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
戸
籍
制
度
の
管
理
や
デ
ジ
タ
ル
化
」
及
び
「
両
制
度
を
統
合
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で

は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
戸
籍
制
度
及
び
個
人
番
号
に
係
る
制
度
に
つ
い
て
は
、
各
制
度
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
適
切
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 


